（案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務連絡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年５月　　日

　知的障害教育部門設置特別支援学校長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国特別支援学校知的障害教育校長会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　山本　和彦　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （公印省略）

全知長　情報交換資料の作成について（依頼）

　日頃より、全国特別支援学校知的障害教育校長会の活動に御理解と御協力をいただき、感謝申し上げます。
[bookmark: _GoBack]　さて、今年度も知的障害教育特別支援学校の状況について、大変貴重な資料となる「情報交換資料」を作成することといたしました。
　つきましては、下記のとおり作成をお願いいたします。
　なお、今年度から、直接、指定されたメールアドレスに提出することとしました。各都道府県代表者に提出しないよう、お願いいたします。

記

１　目的
　　全国の知的障害特別支援学校の現状と教育課題を把握し、知的障害特別支援学校の課題と方策を　明らかにする。

２　調査対象
　　各都道府県の特別支援学校（知的障害）全校
　　※知的障害教育部門設置校で、全知長会の会員でない場合も情報交換資料の作成に御協力いただ　　　けますと幸いです。

３　作成者
　　各校長

４　提出データ
　　Ｒ２全知長情報交換資料【都道府県取りまとめ用】


５　提出先
　　委託業者


６　提出期限
　　令和３年　月　　日（　）


７　調査対象
　　各都道府県の特別支援学校（知的障害教育）全校

４　調査内容及び入力上の注意
　(1) 各都道府県代表者より送付された、エクセルファイル「Ｒ３　全知長情報交換資料【各校回答　　用】」に数値等を入力してください。
　(2) シート名及びシートの内容は絶対に修正しないでください。また、シートの入れ替えを行わな　　いようにしてください。
　(3) 入力データは、全国及び都道府県ごとに集約するため、各校で正確にデータを入力することが　　重要となります。各校の実情について正確に入力してください。「基本情報」の「５」以降の設問　　については他障害種との併置校も「知的障害部門」についてのみ数値等を入力してください。分　　校、分教室は本校とは別に作成してください。
　(4) 「基本情報」の「５」の貴校に設置されている学部に「１」を選択することで、設置されてい　　ない学部に関する設問には回答できないようになっています。必ず上の設問から回答してくださ　　い。
　(5) 一部の質問項目は都道府県代表者のみが回答することにしています。（質問欄を赤色にしてあ　　ります。）
　(6) 各校で入力するセルは以下のとおり色分けされています。
　　　　　黄色・灰色＝数字、または数字の選択（入力規制あり）
　　　　　黄緑色＝自由記述／青色＝自動計算されるセル／黒色＝入力不要
　(7) 記述する場合，欄が狭くて表示されなくても必要なだけお書きください（処理可能です）。
　(8) 集約データだけでなく各校のデータも活用するため、ファイル名の【　】には都道府県名と学　　校名を必ず入力してください。例【東京・大手町特支】
　　　※その際、学校名は以下のように略してください。
　　　　特別支援学校→特支、養護学校→養護、支援学校→支援
　　　　高等支援学校→高支、高等学園→高学、学園・分校・分教室はそのまま。

６　問合せ先
　　都道府県代表者又は全知長事務所　※メールでの問合せに御協力ください。
　　　全知長事務所　Ｅ-mail  zenchicyou@kub.biglobe.ne.jp
